
＜開催日＞　平成１８年１２月１８日（月）

＜時　間＞　14：00～15：30

＜会　場＞　新横浜国際ホテル　２Ｆチャーチル

＜議　事＞

　　１．開　会

　　２．挨拶・紹介

　　３． 議　事

　　　　１) 土壌無害化処理の経緯

　　　　２) 実験内容、結果説明（各工法10分×４工法）

　　　　　　①　ＲＨ－ＳＰ法

　　　　　　②　ジオスチーム法

　　　　　　③  ダイオスイーパー

　　　　　　④  高温分解・焼成処理システム

　　　　３) 実験結果総括

　　４．閉　会

鶴見川多目的遊水地無害化処理技術確認実験評価委員会

会議次第
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委員長 嘉門　雅史 京都大学大学院地球環境学堂教授

委員 小澤　一雅 東京大学大学院工学系研究科社会基盤学専攻教授

岸　　由二 慶応大学経済学部生態学教授

小橋　秀俊 土木研究所材料地盤研究ｸﾞﾙｰﾌﾟ上席研究員

酒井　伸一 京都大学環境保全センター教授

田中　　勝 岡山大学大学院環境学研究科教授

永田　勝也 早稲田大学理工学部機械工学科教授

細見　正明 東京農工大学大学院共生科学技術研究部化学システム工学科教授

山本　和夫 東京大学環境安全研究センター教授

横浜市　港北区連合町内会　会長

横浜市　城郷地区連合町内会 会長

（敬称略　五十音順）

鶴見川多目的遊水地無害化処理技術確認実験評価委員会　委員名簿

オブザーバー
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平成11年

平成12年

平成13年 3月
～平成14年 5月

平成17年 3～6月

平成17年11月

平成18年 6月

平成18年 7月 7日

平成18年 8～9月

平成18年12月18日

平成19年度

これまでの経緯

確認実験（確認実験評価委員が立会）

確認実験評価委員会の開催

無害化処理工事を発注し諸手続きを開始（予定）

国土交通省の「鶴見川多目的遊水地建設工事」及び横浜市の「都市計
画道路新横浜元石川線工事」の掘削土にＰＣＢ等の有害物質を発見

学識経験者等による委員会において対策を検討

土壌対策一時保管工事

無害化処理技術を公募

無害化処理４技術を選定

４技術を提案した共同体と確認実験業務を契約締結

各共同体に実験試料の引き渡し
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工法名
ＲＨ－ＳＰ法
（「還元加熱分離法+金属ナトリウム分散体法」
　　　　　　　　　　　　　　プロセスによる土壌無害化処理工法）

確認実験
実施者

鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理実験
神鋼環境・東亜・太平洋共同体

無害化処理
の概要

①還元加熱炉にて窒素雰囲気下で間接加熱(500～600℃)し、 PCB・ダイオキ
シン類を熱分解及びガス化により分解・除去。

②ガス中に含まれるPCB・ダイオキシン類を油洗浄装置により油に移行させ、金
属ナトリウム分散体を添加し、脱塩素反応により無害化する。

工法の
概　要

①一時保管土Ａを汚染土砂、異物 (可燃物)および異物 (不燃物)に撰別する。
②各々は、個別に窒素雰囲気下にて低温で間接加熱し、含有されるPCB/ダイオキ
シン類（以下DXN類）を熱分解および熱分離する。
③排ガス中の未分解PCB/DXN類は、油洗浄装置により油中に回収され、金属Na
分散体を用いて脱塩素無害化する。
④処理済物はセメント資源化し、完全リサイクルする。
⑤本工法の特徴
・排ガス量が少なく、低温処理のため温度管理が不要で、環境負荷が低い。
・掘削から無害化処理まで完全密閉系での二重防護システムを採用。
・廃棄物処理法のPCB処理認定技術、環境省ダイオキシン類土壌浄化採択技術。

実験状況
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写真1-還元加熱装置 写真2-ＳＰ法処理装置

全体処理フロー

排ガス

廃ｱﾙｶﾘ

処理水

実験試料

油再利用

間接加熱ガス

高温集塵機

間接加熱ガス

処理土壌等

土壌ホッパ

土壌冷却装置

窒素ガス

油洗浄装置

還元加熱装置

SP処理装置

活性炭吸着槽

活性炭吸着槽

人力

金網

（40mm）

（水洗い）

＞40mm

＜40mm

手撰別

不燃物試料

脱水

汚染土砂

金属類

がれき類

高圧洗浄

分析

可燃物試料

フレコンバッグ

上澄水

活性炭吸着

分析水処理



工法名
ジオスチーム法
（間接熱脱着+水蒸気分解法）

確認実験
実施者

鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理実験
東芝・テルム・鴻池組共同体

無害化処理
の概要

①間接加熱（間接熱脱着400～700℃）によりＰＣＢ等をガス化により分解・除
去。

②ガス中に含まれるPCB・ダイオキシン類を水蒸気雰囲気下で間接加熱
（1100℃で3秒間以上）により加熱分解して無害化。

工法の
概　要

汚染土壌を400～700℃で1時間程度間接加熱してPCBやダイオキシン類を揮
発・抽出すると同時に、抽出されたガスを水蒸気雰囲気下で約1100℃に3秒間以
上間接加熱して汚染物を分解する技術である。分解に必要な水蒸気は土壌中の水
分を利用する。
本技術の特徴は以下の通りである。
・シンプルな処理フローであり、トラブルが少なく安全性が高い
・汚染物の抽出から分解までを密閉系内でおこなうため、環境リスクが小さい
・分解時間・温度を確実に保つ水蒸気分解により、確実に無害化できる

実験状況
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振動フルイ機

飛散防止用テント
（実験棟前処理・投入室内）

人力による裁断

混合

汚染土壌

試料調整用破砕機

選別

フレコンバッグ

フルイ通過物

硬質な試料

軟質な試料

ドラム缶

定量供給装置

金属類

ベルトコンベア

ガ
ス
ク
ー
ラ
ー

ブロア

活性炭水蒸気分解装置

HEPA

間接熱脱着装置

デミスター

ク
エ
ン
チ
ャ
ー

ストックタンク

水処理

試料の流れ

クエンチャー水の流れ

排ガスの流れ

実験棟

人力による裁断

全体処理フロー

写真1-間接熱脱着装置

写真2-水蒸気分解装置



工法名
ダイオスイーパー
旧名称：ＴＡＴＴ工法
（減圧還元加熱処理法によるダイオキシン類汚染土壌の無害化処理工法）

確認実験
実施者

鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理実験
竹中土木・竹中工務店共同体

無害化処理
の概要

①土壌は含水比５％まで乾燥。還元加熱処理(600℃)し還元脱塩素分解、ガス化
により分解・除去。

②ガス中に含まれるPCB・ダイオキシン類を二次燃焼により加熱分解して無害
化。（1100℃以上）

工法の
概　要

汚染土壌を加熱し、土壌中のダイオキシン類およびPCBを主として還元脱塩素分
解および一部熱脱着により、対象土より分解および除去し、管理目標値以下に浄
化する。
この技術は以下の特長を有する。
・前処理に乾燥工程を取り入れることにより安定して高い浄化効率を保つ
・可搬型で省スペースであるため、オンサイト処理が可能である。
・完全な閉鎖系処理システムであるため、安全性が非常に高い。

実験状況
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全体処理フロー

異物混入土

乾式分級
トロンメル

<20mm

手分別

土塊 ガレキ その他
廃棄物

金属

破砕
ｸﾗｯｼｬｰ

破砕
一軸せん断

ガレキ破砕物 破砕異物

>20mm

固形物の流れ
ガスの流れ
固形物の流れ
ガスの流れ

処理ガス

処理土処理土

乾燥機

減圧還元加熱装置

処理物冷却機

投入
ホッパー

減圧還元加熱
排ガス処理装置

乾燥排ガス処理装置

前処理工程

無害化処理工程

土壌中の
水分を除去

600℃10分

汚染土壌を無害化

1,100℃2秒

有害ガスを酸化分解

土壌を急冷

防塵建て屋

実験施設全景

上段：減圧還元加熱装置
下段：土壌冷却機



工法名
高温分解・焼成処理システム
（PCB汚染土壌の高温乾燥分解・焼成無害化処理システム）

確認実験
実施者

鶴見川多目的遊水地土壌無害化処理実験
日立・前田・東洋共同体

無害化処理
の概要

①キルンストーカ炉にて高温乾燥処理（800～900℃）し、ガス化により分
解・除去。

②ガス中にごく僅かに含まれるPCB・ダイオキシン類は、二次加熱器
（1100℃以上）で高温酸化分解して無害化。

工法の
概　要

一時保管土Ａを土壌と異物に簡易分別する。土壌中のPCBやダイオキシン類は
高温乾燥分解を行い、後工程で高温酸化によって完全分解する。
さらに、土壌中に残存する重金属類等は、ベントナイト（粘土の一種）を添加
し焼成することにより、土壌環境基準を満足させ、有効利用できる土壌に再生
させる。
異物は焼却処理により、PCBやダイオキシン類を分解し、その残渣は産業廃棄
物として適正に処分する。

実験状況
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全体処理フロー

写真1-キルンストーカー炉

写真2-焼成キルン炉

煙突
ガス冷却塔 減温塔

バグフィルタ

再加熱器

触媒

誘引通風機

排出ガス

飛　灰

消石灰

加 熱 土

二次加熱器

キルンストーカ炉
仮設投入室

（レベル３／負圧管理）

土　壌
エ
ア

シ
ャ
ワ

ー
室

環　境
集塵機

灯油
灯油

キルン助燃用
バーナー 二次加熱器用

バーナー

灯油

アフターバー異　物

焼却残渣

土 壌 異　物

 異物無害化実験

 土壌無害化実験２

有害物質量等

を確認
有害物質等を確認

PCBとﾀﾞｲｵｷｼﾝ類が土
壌処理基準を満足する
ことを確認

キルン・ストーカ炉

(ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｹｰﾙ)

廃棄物処理基準を満足
することを確認。

焼成キルン炉 (ﾊﾟｲﾛｯﾄｽｹｰﾙ)

重金属が土壌環
境基準を満足す
ることを確認。

加熱土 焼却残渣

焼成土
土壌の

処理物

異物の処理物

 土壌無害化実験1
『土壌乾燥分解実験』

一時保管土Ａ

　煙　突誘引通風機

空　気

バグフィルタ

焼成キルン

焼成前試料
(混練造粒物）

排出ガス飛　灰

混練造粒機

加 熱 土

混練・造粒
(T-R1結果による)

加熱土造粒室

ベントナイト

焼 成 土

バーナー

 前処理「保管土Ａの簡易分別実験」

前処理建屋

初期値の確認
(三成分等)

･ スケルトンバケットバックホウ, 破砕機、手選別

リサイクルが可能な
土壌に再生



分析結果一覧表

基準値 単位 分析結果
除去率
（％）

分析結果
除去率
（％）

分析結果
除去率
（％）

分析結果
除去率
（％）

処理前 110～120 120 120～130

処理後
0.00089

～0.00097
6.4

0.00063
～0.022

処理前 0.71～0.9 0.91 0.68～2.4

処理後 0.006～0.0035 <0.01 <0.02

処理前 <0.0005 <0.0005 <0.0005

処理後 <0.0005 <0.0005 <0.0005

処理前 43～220 760～880 - 79～150 120～130

※①　140～170
77.6

～84.1

※②　8.3～11.0
98.9

～98.75

処理前 0.41～1.87 11～21 0.9～1.9 0.61～2.5

処理後 0.0077～0.011 <0.1 ＜0.1 <0.02

処理前 <0.0005 0.0037～0.061 <0.0005 <0.0005

処理後 <0.0005 <0.0005 <0.0005 <0.0005

※処理後に基準値を超過したものは無い。

※②：上記①に対し、エア搬送過程で処理後土壌を強制冷却した試料の分析値。

98.5
～99.50.6～1.8

日立・前田・東洋

-

mg/kg
99.3

～99.5

-

-0.003

神鋼環境・東亜・太平洋

処理後
3,000

廃
棄
物

土
壌

分析項目

（全て廃棄物として処理）

溶出

含有

含有

③ダイオキシン
類

溶出

pg-TEQ/g

150

(0.1)

検出さ
れない
こと

mg/L

0.1～0.18

竹中土木・竹中工務店

99.6
～100

東芝・テルム・鴻池組

※①：採取後、バット上で自然放冷した試料の分析値。ダイオキシン類データが高いのは、緩やかな冷却過程における再合成に起因するものと予想される。
　　　　これは、土壌中に有機物を多量に含む本試料に特異的な現象であると考えられる。

86.5
～99.2

96.7
～99.2

87.5
～

90.0

97.4
～99.6

99.1
～99.5

※緑字：処理前に基準値を超過しているもの。（処理が必要なもの）

--

④ポリ塩化
　　ビフェニル

mg/L

(0.1)

100

-

97.1
～99.2

94.7

98.9

30.0
～94.16.5～77

mg/kg

①ダイオキシン
類

含有

②ポリ塩化
　　ビフェニル

100

含有

pg-TEQ/g
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①（土壌）ダイオキシン類含有量　実験結果

120
110

0.00097

120

6.4
0.022

130
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Ｎｏ６　     Ｎｏ７　      Ｎｏ９　    Ｎｏ１８

150pg-TEQ/g

②（土壌）PCB含有量　実験結果

0.02以下

0.68

0.01以下

0.91

0.71

2.4

0.006

0.9
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実験者名
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m
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)

Ｎｏ６　      Ｎｏ７　      Ｎｏ９　     Ｎｏ１８

0.1mg/kg

④（廃棄物）PCB含有量　実験結果

0.1以下

11

0.02以下0.610.1以下0.90.41
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0.011
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0.1mg/kg

Ｎｏ６ 　    Ｎｏ７　      Ｎｏ９　     Ｎｏ１８

最小値

最大値

最小値

最大値

③（廃棄物）ダイオキシン類含有量　実験結果
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120
43

79

6.5

170

880

1.8

130
77

150

220

0.18
0
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後
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理
前

処
理
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処
理
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処
理
前
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理
後

実験者名

含
有

量
 (
p
g-

T
E
Q

/
g)

140

3000pg-TEQ/g

Ｎｏ６　    Ｎｏ７　      Ｎｏ９　    Ｎｏ１８

最小値

最大値

11

土壌ｹｰｽ
設定なし

土壌ｹｰｽ
設定なし


